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奨
学
制
度
、
ア
ル
バ
イ
ト

　

中
央
大
学
は
戦
後
の
混
乱
期
に
ア
ル
バ
イ
ト
六
大
学
の
筆
頭
と

し
て
知
ら
れ
、
中
大
生
の
仕
事
ぶ
り
は
堅
実
な
学
生
ら
し
さ
が

あ
っ
て
評
判
が
良
か
っ
た
と
い
う
。
一
方
、
明
治
か
ら
大
正
に
か

け
て
の
中
大
生
に
は
働
い
て
学
資
を
稼
ぎ
な
が
ら
勉
強
す
る
「
苦

学
生
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

明
治
三
十
年
代
か
ら
「
苦
学
」
が
ブ
ー
ム
と
な
り
、
大
正
期
に

か
け
て
『
自
立
自
活　

東
京
苦
学
案
内
』『
新
苦
学
法
』『
最
新
苦

学
案
内
』
な
ど
、
苦
学
の
た
め
の
手
引
書
が
数
多
く
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
明
治
二
十
年
代
後
半
か
ら
小
学
校
就
学

率
、
同
三
十
年
頃
か
ら
高
等
小
学
校
へ
の
進
学
率
が
そ
れ
ぞ
れ
急

増
す
る
反
面
で
、
主
に
学
資
の
不
足
を
理
由
に
高
等
小
学
校
卒
業

者
の
八
割
か
ら
九
割
が
上
級
学
校
に
進
学
し
な
い
と
い
う
状
況
が

あ
っ
た
。
そ
の
中
で
働
い
て
学
資
を
得
て
学
問
す
る「
苦
学
」や
、

中
学
校
講
義
録
な
ど
の
通
信
教
育
に
よ
る
「
独
学
」
の
ブ
ー
ム
が

起
こ
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
る
（
竹
内
洋
『
立
志
・
苦
学
・
出
世
』

（
講
談
社
、
一
九
九
一
年
））。

　

一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
三
月
刊
の
『
最
新
東
京
苦
学
案
内
』

（
教
成
社
）
に
は
「
苦
学
に
容
易
な
る
大
学
及
専
門
学
校
」
と
し

て
、
中
央
大
学
が
日
本
大
学
・
法
政
大
学
専
門
部
・
専
修
大
学
・

東
京
物
理
学
校
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
、
最
も
よ
い
苦
学
の
方
法
お

よ
び
職
業
と
し
て
、
牛
乳
配
達
、
新
聞
配
達
、
新
聞
売
子
、
印
刷

製
本
、
職
工
、
諸
官
省
の
雇や

と
い・
書
記
（
補
助
職
員
）
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
各
校
の
苦
学
に
容
易
な
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

本
学
の
場
合
、
学
費
が
低
廉
で
あ
る
こ
と
や
奨
学
制
度
の
充
実
、

学
校
の
近
隣
に
仕
事
を
求
め
や
す
い
こ
と
を
含
め
て
地
理
的
条
件

の
良
さ
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

本
学
の
学
費
は
、
〇
三
（
明
治
三
十
六
）
年
に
専
門
学
校
令
に

準
拠
し
て
東
京
法
学
院
か
ら
東
京
法
学
院
大
学
へ
と
改
称
し
た
際

に
帝
国
大
学
な
み
に
増
額
さ
れ
る
が
、
二
〇
年
四
月
に
大
学
令
に

準
拠
し
た
大
学
と
な
っ
て
以
降
は
東
京
市
域
で
最
も
学
費
の
安
い

大
学
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
ま
た
、
す
で
に
東

京
法
学
院
で
は
一
八
九
二
年
か
ら
特
待
生
制
度
を
設
け
、
翌
年
に
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中
央
大
学
と
苦
学
生

は
貸
費
生
制
度
を
追
加
し
、
奨
学
制
度
の
充
実
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
い
る
。
一
九
〇
八
年
か
ら
は
給
費
生
制
度
も
設
け
ら

れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
前
記
の
苦
学
の
手
引
書
に
は
、
多
く
の
苦
学
生
の
実

例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
出
口
競
『
東
京
の
苦
学
生
』（
大
明
堂

書
店
、
二
一
年
）
が
「
自
活
勉
学
に
成
功
し
た
人
々
」
で
、
広
島

出
身
で
二
十
一
歳
で
上
京
、
逓
信
省
の
管
理
課
の
雇
を
勤
め
な
が

ら
勉
強
、
専
門
学
校
入
学
者
検
定
試
験
に
首
席
で
及
第
、
中
央
大

学
法
科
に
通
学
し
て
、
専
門

部
三
年
次
に
高
等
文
官
試
験

合
格
、
高
等
官
に
な
っ
た
佐

伯
顕
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま

た
、
福
井
文
雄
『
東
都
に
於

け
る
苦
学
の
実
際
』（
東
京

受
験
界
社
、
二
二
年
）が「
苦

学
成
功
者
略
伝
」
で
、
下
野

国
足
利
町
出
身
で
十
八
歳
で

再
上
京
後
、
書
生
・
新
聞
配

達
夫
・
星
亨
家
の
学
僕
な
ど

を
し
な
が
ら
中
央
大
学
に
学

び
、
卒
業
、
弁
護
士
試
験
に
及
第
し
、
の
ち
星
法
律
事
務
所
の
全

権
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
後
弁
護
士
か
ら
代
議
士
と
な
っ
た
法
制
局

長
官
横
田
千
之
助
を
挙
げ
て
い
る
。

　
『
中
央
大
学
学
友
会
誌
』
第
五
巻
第
一
号
に
よ
れ
ば
、
二
五
年

五
月
の
第
三
回
予
科
卒
業
生
謝
恩
会
で
予
科
卒
業
生
の
臼
井
卯
兵

が
自
身
の
苦
学
生
活
費
を
紹
介
し
て
い
る
。
彼
は
卒
業
ま
で
に
新

聞
屋
、
車
夫
、
食
堂
の
ボ
ー
イ
、
夜
学
校
の
事
務
、
外
交
な
ど
多

く
の
職
業
を
経
験
し
て
現
在
甘
酒
屋
を
し
て
い
る
、
予
科
三
年
間

で
収
入
合
計
は
一
、三
七
三
円
余
、
支
出
合
計
は
一
、一
八
四
円
余

で
、
一
八
八
円
余
の
貯
金
が
で
き
た
、
苦
学
生
に
最
も
必
要
な
の

は
貯
金
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
苦
学
生
か
ら
「
成
功
」
を
お
さ
め
た
人
々
や
苦
学

の
実
態
が
紹
介
さ
れ
る
中
で
、
次
の
成
功
者
を
目
指
し
て
「
苦

学
」
を
志
す
多
く
の
人
々
が
東
京
へ
集
ま
る
よ
う
に
な
る
。
本
学

で
は
、
二
六
年
に
神
田
錦
町
か
ら
駿
河
台
へ
校
舎
を
移
転
し
た
の

ち
、
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
予
科
、
三
一
年
に
学
部
に
そ
れ
ぞ
れ

夜
間
部
を
開
設
す
る
が
、
こ
の
こ
と
も
「
苦
学
」
を
志
す
学
生
に

途
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

苦学のための手引書


